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近年御一展外国人の研究がすず象、その成果も発表されている
が、その影響の大なることから、明治前期（元年’二十年代）に
重点がおかれている。しかしながら幕末の開国以後長崎の海軍伝
習
を
始
め
、
幕
府
や
薩
摩
な
ど
で
御
一
展
外
国
人
が
軍
事
、
科
学
技
術
、
語
学、更に外交関係にも一雇用され、それらの影響は明治以降の西欧
文
明
移
入
に
当
っ
て
、
一
つ
の
基
礎
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
ヘ
ン
戦
争
、
ペ
リ
ー
来
航
の
外
圧
に
直
面
し
て
、
幕
府
、
諸
藩
特
に
薩
摩
、
佐
賀
、
長
州
の
西
南
雄
藩
は
こ
の
外
圧
に
対
応
し
て
軍
制
改
革
に
着
手
し、西洋兵器の外国より購入、軍艦、銃砲の洋式兵術採用、産業
開
発
を
積
極
的
に
す
す
め
た
。
祥
学
者
の
起
用
を
し
て
洋
書
に
よ
る
研
究
を
すすめたが、更に外国への視察、留学と共に、外国人の雇用によ
る伝習、実習により学術の体得をはかることになった。
一
概
観
年
表
、
継
続
状
況
、
人
員
（１）
諸文献を参照して、幕末期御一腿外国人概観年表を作成して八表
１
Ｖ
と
し
、
こ
れ
を
も
と
に
し
て
諸
表
を
作
成
し
た
。
八表１Ｖの年表は一八五五年（安政二年）より一八六八年（慶
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雇
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幕
末
期
御
雇
外
国
人
の
概
観
応四・明治元年）に至る十四年間で、現在判明したしのは合計三
十一件、雇主では幕府が二十六件、島津（薩摩藩）一一一件、鍋島
（佐賀藩）と毛利（長州藩）は各一件で、人員は島津が十一人、
鍋島、毛利が各一人に対して、幕府は百九十四人、合計二百七人
と
な
っ
て
い
る
。
八表２Ｖ継続状況と八表３Ｖ人員表を承ると、国別の件数（人
員）はオランダが前期六年間は独占で五件（田）、中期は一一件
（胆）、後期（慶応年間）には三件（４）と減少しか合計十件、
七十八人である。
イギリスは中期に長崎の英語所に途中から蘭人に続いて一人、
後期に雌摩藩二件（９）を含めて合計六件、三十一人である。
アメリカは中期に三件（７）、後期に佐賀藩、長州藩各一件（各
１）を含めて三件（４）で合計六件、十一人である。
フランスは後期に始まり、薩摩藩一件（２）を含承合計七件、
八十五人と人員では最大となっている。
（２）
ドイツは一件、一人であるが、これは有名なシーポルトで、実
際にはオランダより派遣となって、幕府一雇用についてはオランダ
句
井
一ハ一
晃
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領事との関係で間もなく一雇用をとかれた。
（３）
中国（清）人が一件、一人あるが、梁兆勝については、今迄殆
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
明
治
九
年
ま
で
継
続
勤
務
し
、
横
浜
居
留
地
の
中
国
人
関
係
事
務
に
当
り
、
日
本
の
長
官
並
び
に
居
留
地
取
締
役
の
ベ
ン
ソ
ン
に十分に助力して、特に中国人戸籍の取調に骨折ったとしている。
以上から、幕末期の各国の力関係、学術の特長、幕府・諸藩と
の関係が反映しており、初期のオランダの優位が崩れ、英、仏の
伸
張
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
。
挺ドイッ イギリスアメリカ オランダ｜皿フーフンス二雇用
の
内
容
八表４Ｖに雇用の内容を整理したが、軍事に始まったのが、海
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1８６３
1８６４
5３ ２
７
、
1８６５
11 ２
２
1８６６
カ
ク
｜刊Ｌ一
可▲
間へありと人の信ずる外国人を公然と陰す｝」とな
２１ ３
１
1８６７
三
幕
末
よ
り
明
治
へ
の
継
続
明治維新以後の継続状況は八表２Ｖ下欄に示すが、軍事は一旦
中止とするが、間もなく再び雇用が改めてなされた。
科学技術は殆んど続行され、薩摩藩のコワーニは新政府採用の
第一号として生野鉱山に招聰された。箱館の場合、戦乱の為一時
常然の正理を持つなり」
と申入れた際には、
（７）
「城中に招待し、国事を議すべき］日等之議は、我政体風俗と
屯兼て其許の請熟せらる上ごとくなれば、其場合に至り難し」
と謝絶しており、政策決定の主導は日本側におき、御雇外国人は
あ
く
ま
で
も
助
言
者
と
し
た
。
1868
計１ 8５１１１ 3１ 7８
軍に関係した造船を中心として、科学技術が件数、
人員共に最大であり、語学に於いても英語、仏語の
（４）
伝
習
と
共
に
数
学
、
化
学
な
ど
の
科
学
か
ら
、
更
に
佐
賀
藩
（５）
の
致
遠
館
の
例
の
よ
う
に
宗
教
、
世
界
事
情
、
国
際
法
に
も
及
ん
だ
も
の
が
あ
っ
た
。
外交に於いては幕末の外国関係に対処するのに、
彼等の知識、能力を活用した。シーポルトの場合、
顧
問
と
し
て
意
見
を
求
め
て
い
る
が
、
彼
よ
り
外
国
奉
行
に
対
し
、
日
本
の
為
に
勤
め
た
い
と
希
望
を
の
べ
た
折
に
（６）
「大君も欧羅巴州中の帝王の如く善良且才智の
｛ハーハ
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中止されたが、明治二年に再開している。医学は長崎府医学校、
理化学は大坂の舎密局で明治初年には医学、理化学の先頭となっ
た。特に横須賀、横浜の造船所はベルーーー等の努力により、幕末期
より修理を主として始め、明治四年に大工場として完成させ、造
船業の先頭となった。なお、付属の学校で青年に技術伝習を行な
い、技師、職工の養成をすすめたことも後に影響を及ぼしてい
る。外交では当時の雇用は継続し、人員の交代は後に承られるが、
国際関係の円滑化に寄与した。
語学ではフランス系の横浜語学所の他は継続し、長州藩ではそ
の
後
、
英
語
の
他
に
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
教
授
も
明
治
初
年
に
始
ま
（８）
る
こ
と
に
な
る
。
横
浜
語
学
所
の
場
合
、
そ
の
卒
業
生
が
明
治
に
な
っ
て
各
方面に活動した。
佐賀藩の致遠館の場合、フルベッキは大隈重信をはじめ、他藩
士にも教授し、間もなく政府に招聰されて、開成学校教師、更に
公議所の会議にも出席して、政府の施策に参画した。大学設立、
独逸医学採用、岩倉遣外使節派遣など重要政策について進言して
おり、幕末期御雇外国人の内では、明治初年の政府に大きな影響
を与えている。
以上、幕末期御雇外国人について概観を表解し、解説をした
が、明治年間に盛んとなった御雇外国人の活動に対して、幕末期
はその先駆的意義をもつものである。
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前号要目（法政史学第三十二号）
建武政権の所領安堵文書の変遷
飯
倉
晴
武
戦国武士の系譜に関する一考察
福
川
一
徳
聖護院系教派修験道成立の過程
新城美恵子
室
町
期
に
お
け
る
大
炊
寮
領
と
中
原
氏
星
川
正
信
ソ連史学界における日露戦争
倉
持
俊
一
豊田武先生を送る（略年譜・著書論文目録ほか）
（
７
）
同
右
一
五
五
頁
（
８
）
西
堀
昭
「
神
奈
川
の
仏
学
ｌ
幕
末
ｌ
、
横
浜
表
「
語
学
所
」
を
中
心としてｌ」『神奈川史談』十五を参照。
〔付記〕
年表についての脱落など不備の点、及び本稿でふれなかった
契約状況等の考案をすすめているので、気付かれた点について
ご教示を希望する。
号一一一一
一一一一一
二四二五一一一ハ 法
政
大
学
文
学
部
紀
要
論
題
（
史
学
科
）
東邦協会についての基礎的研究
近世における彦根藩佐野領の成立と支配
李順の乱に参加した甕戸について
戦
国
期
地
方
の
座
に
つ
い
て
鹿
角
製
刀
剣
装
具
の
直
弧
文
六八
伊豊河村安
藤田原上岡
昭
男直正博武
玄三
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